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【 は じ め に 】 肺 大細胞癌の 稀 な 一亜型で あ る ラ ブ ド イ ド 形 質 を 伴 う

大細胞癌の 一例 を 経験 し た の で 報告す る 。  

【 症 例 】 ４ ５ 歳 、 男 性 、 喫 煙指数 ： 750 。 血 痰 を 主訴 と し 、 胸 部 単純

Ｘ 線 と CT所見に て 右上葉の 異常陰影 を 指摘 さ れ た 。 右B1aの 擦過細胞

診に て 、 腺癌が 強 く 疑わ れ た た め 、 右上葉切除術 を 施行 し た 。 そ の

結果 、 ラ ブ ド イ ド 形 質 を 伴 う 大細胞癌  PT2N0M0 stage Ⅰ B と 診 断 さ れ た 。  

【 気 管 支 擦過細胞診所見 】 出 血性背景の 中 、 散在性に N/C が 高 く 、

核 偏在傾向 を 示す 異型細胞が 出現 し て い た 。 核は 類円形 な い し 不整

形で 大型核小体 を 有 し て お り 、 低 分化腺癌 が 強 く 疑わ れ た 。 術 後 、

再鏡検に て 、 二核の 細胞や LG好染の 豊富 な 細胞質に 硝子様小球体 を

有す 細胞が 少数認め ら れ 、 Giemsa染色標本で も 細 胞質内に 淡染性の 小

球体が 認め ら れ た 。  

【 病 理 組 織学的所見 】 腫 瘍は 、 2.2× 1.0㎝ 大で 、 内部が 壊死に 陥 っ て

お り 、 空 洞化 し て い た 。 腫 瘍細胞は 、 結合性に 乏 し く 、 充 実性に 増

殖 し て お り 、 多 形性が 強 く 、 多 核巨細胞化 し て い る 像や 核分裂像 を

随所に 認め 、 細胞質に ス リ ガ ラ ス 状の 好酸性小球体 globule を 有す ラ ブ

ド イ ド 形 質 を 伴 っ て い た 。 ま た 、 一部に 細胞質が 淡 く 、 核 小体明瞭

な 明細胞癌に 類似 し た 成分が 認め ら れ た が 、 明 ら か な 腺構造は 見 ら

れ な か っ た 。 PAS 染色 （ － ）、 ALB 染色 （ － ）、 免 疫染色で は 、 vimentin

（ ＋ ）、AE １ /  3 一部 （ ＋ ）、 CD56 （ － ）、 TTF ‐ 1 （ － ）、 chromogranin

（ － ） で あ っ た 。  

【 ま と め 】 ラ ブ ド イ ド 形 質 を 伴 う 大細胞癌は 、 通常の 大細胞癌 と 比

較 し て 予 後不良 と さ れ て い る 。 ゆ え に 、 鑑別診断は 重要で あ り 、 細

胞診の 段階で 本症に 特徴的 な 細胞所見 を 捉 え る こ と が で き れ ば 、 早

期に よ り 正 確 な 臨床診断が 可能に な る と 考 え る 。  


